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お
知
ら
せ

１　

七
〇
〜
七
四
歳
の
人
（
注
１
）
の
窓

口
負
担
に
つ
い
て

　

今
年
四
月
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
ま
で

の
一
年
間
窓
口
負
担
が
一
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

（
注
１
）既
に
三
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
人
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一

定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す
。

（
注
２
）昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
七
〇
〜

七
四
歳
の
人
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
二
割
負
担
に
見
直

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え

置
く
も
の
で
す
。

２　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
七

五
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
無
料
と
な

り
、
今
年
十
月
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
ま

で
は
、
頭
割
保
険
料
額
（
被
保
険
者
均
等

割
）が
九
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

七
五
歳
以
上
の
人（
Ａ
）で
、後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
日
の

前
日
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
ま
た

は
七
五
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に
お
い

て（
Ｂ
）の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
人

（
Ａ
）六
五
〜
七
四
歳
で
一
定
の
障
害
認
定

を
受
け
た
人
を
含
み
ま
す
。

（
Ｂ
）政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、
企
業
の
健

康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
等
、
い
わ

ゆ
る「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」の
健
康
保
険
で
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
Ｃ
）昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
の
人
に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
二
年
間
、
被
保
険
者

均
等
割
を
五
割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え

て
行
う
も
の
で
す
。

六
五
〜
七
四
歳
で
老
人
保
健
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
へ
〜
申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
を
撤
回
で
き
ま
す
〜

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
は
、今
年
三
月
で
現
在
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保

険
等
）か
ら
脱
退
し
、四
月
か
ら
自
動
的
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、一
定
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
任

意
で
加
入
し
て
い
る
六
五
〜
七
四
歳
の
人

は
、申
請
に
よ
り
移
行
を
撤
回
で
き
ま
す
。

撤
回
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
四
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
た
場

合
は
、
加
入
月
分
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
発
生
し
ま
す
。（
三
月
ま
で
に
撤

回
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
年
金
か
ら
一
時

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
場

合
と
申
請
に
よ
り
撤
回
し
た
場
合
で
は
、医

療
費
の
負
担
額
や
保
険
料
等
に
変
更
が
生

じ
ま
す
。変
更
内
容
は
個
人
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課　

�
内
線
二
一
一
〜
二
一
四

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

十
一
月
十
七
日（
土
）福
祉
文
化
会
館
で
表
彰
式
（
一
般
、
交
通
安
全
・
地
域
安
全
標
語
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
、
学
校
・
学
年
に
つ
い
て
は
、
応
募
時
の
平
成
十
九
年
九
月
の
も
の
で
す
）

受
賞
作
品

交
通
安
全
標
語
優
秀
作
品

小
学
校
の
部

最
優
秀　

飛
び
だ
す
な　

車
の
陰
に　

ま
た
車　
　

葉
山
小
学
校
六
年　

長
岡　

美
樹

優　

秀　

駐
車
場　

止
め
て
ゆ
っ
く
り　

海
見
て
ね　

長
柄
小
学
校
六
年　

中
澤　

天

　
　
　

中
学
校
の
部

最
優
秀　
「
大
丈
夫
」　

そ
ん
な
油
断
が　

事
故
へ
の
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
中
学
校
二
年　

高
橋　

亜
総

優　

秀　

気
を
つ
け
て　

き
け
ん
は
い
つ
も　

そ
ば
に
あ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
中
学
校
一
年　

須
藤
妃
沙
乃

地
域
安
全
標
語
優
秀
作
品

小
学
校
の
部

最
優
秀　

帰
り
道　

明
る
く
照
ら
す　

地
域
の
目　

葉
山
小
学
校
五
年　

飯
田
奈
友
子

　
優　

秀　

げ
ん
か
ん
の　

明
り
で
守
る　

ぼ
く
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
小
学
校
五
年　

矢
嶋　

優
人

　
　
　

中
学
校
の
部

最
優
秀　

犯
罪
を　

決
し
て
逃
さ
ぬ　

地
域
の
目　

葉
山
中
学
校
二
年　

鷲
頭　

慎

優　

秀　

し
っ
か
り
と　

子
供
を
見
守
る　

地
域
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
中
学
校
二
年　

和
田
の
ぞ
み

問
合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課　

�
内
線
二
〇
五
・
二
〇
六

平
成
十
九
年
度　
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交
通
安
全
と
地
域
安
全
の
町
民
総
ぐ
る
み
大
会



広
報
は
や
ま
2
月
号

８

1　火災出場

計

そ
の
他
火
災

車
両
火
災

建
物
火
災

種別

区分

１２３１８平成１８年中

６２１３平成１９年中

△６△１０△５比 較

2　救助出場

計

そ

の

他

水

難

事

故

交

通

事

故

建
物
等
に
よ
る
事
故

火

災

種別

区分

３１５５５１４２平成１８年中

２２４４６７１平成１９年中

△９△１△１１△７△１比 較3　その他の出場

計

警　
　

戒

偵　
　

察

危
険
排
除

救
急
支
援

種別

区分

２７８０２９２１２２８平成１８年中

３０９０２７９２７３平成１９年中

３１０△２△１２４５比 較

5　救急出場件数（事故種別）

計その他急 病
自 損
行 為

加 害
一 般
負 傷

運 動
競 技

労 働
災 害

交 通水 難
自 然
災 害

火 災
事故種別

区分

１，４５０５９９３６７２２９９３８１２６７０３平 成 １８ 年 中

１，５９７５４１，０４３１６５３３０５１３１２４７００平 成 １９ 年 中

１４７△５１０７９３３１２５△２００△３比 較

4　傷病程度別搬送人員

合 計その他軽　症中等症重　症死　亡
程度別

区分

１，４０１０７１１５６６９９２５平 成 １８ 年 中

１，５３１０７４１６６７１０３２０平 成 １９ 年 中

１３００３０１０１４△５比 較

消防署の出場件数
　平成１９年中の消防車の出場件数は３３７件
でした。内訳は火災出場６件、救助出場２２
件、その他の出場３０９件です。前年と比較
しますと１６件の増加となります。
　救急車の出場件数は１，５９７件で、前年よ
り１４７件増加しました。傷病程度別では全
体の４８％が軽症（入院を必要としないもの）
です。救急車の正しい利用方法にご協力お
願いします。
問合せ　消防本部　
　�８７６－０１１９　内線２１０

　

非
核
平
和
事
業
の
推
進
の
た
め
、
町
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
六
八
人
か
ら
一
〇
七
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
九
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
選
考
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次

の
生
徒
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
、
学
校
・
学
年
に
つ
い
て
は
、
応
募
時
の
平
成
十
九
年
九
月
の
も
の
で
す
）

金
賞

　

核
捨
て
て　

未
来
へ
渡
そ
う　

平
和
の
灯　
　

矢
嶋　

桃
子
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

銀
賞

　

核
は
も
う　

存
在
し
な
い
と
伝
え
た
い　

せ
め
て
私
の
未
来
の
子
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

美
鳥
（
南
郷
中
学
校
三
年
生
）

銅
賞

　

核
兵
器　

持
た
な
い
勇
気
を
持
つ
勇
気　
　
　

田
中　

亮
匡
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

佳
作

　

非
核
化
は　

世
界
の
平
和
を　

開
く
鍵　
　
　

鈴
木
俊
太
朗
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

　

非
核
化
へ　

国
を
こ
え
た　

愛
の
糸　
　
　
　

鈴
木　

遥
渚
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

　

摘
も
う
よ
争
い
の
核
、
育
も
う
よ
平
和
の
芽　

樋
浦　

秋
澄
（
葉
山
中
学
校
三
年
生
）

　

知
ら
せ
よ
う　

核
の
悲
し
み　

世
界
の
友
へ　

田
中　

大
士
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

　

核
の
な
い　

平
和
な
国
へ
の　

橋
づ
く
り　
　

岩
上　

勇
太
（
葉
山
中
学
校
二
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

企
画
調
整
課　

�
内
線
三
三
一
〜
三
三
二

平
成
十
九
年
度　

葉
山
町
非
核
平
和
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品


